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北緯42°32′38″ 東経140°50′21″ 標高733m (大有珠)(標高点) 

北緯42°32′33″ 東経140°51′52″ 標高398m (昭和新山)(標高点) 

北緯42°32′39″ 東経140°49′51″ 標高669m (有珠新山) 

(三角点・有珠岳) 

 

 

有珠山全景 南側上空から 2012 年 3 月 16 日 気象庁撮影 

 
�� 

約 1～2 万年前に洞爺カルデラの南壁上に生じた成層火山と溶岩ドーム群で、直径約

1.8km の外輪山を持つ玄武岩－玄武岩質安山岩の成層火山と、その側火山(ドンコロ山スコ

リア丘)及び 3 個のデイサイト溶岩ドーム(小有珠、大有珠、昭和新山)と多数の潜在ドーム

(西山、金比羅山、西丸山、明治新山、東丸山、オガリ山、有珠新山、2000 年隆起域ほか)

から構成される。7000～8000 年前に山頂部が崩壊して、南側に岩屑なだれが流下した(善

光寺岩屑なだれ)。その後、長い休止期を経て 1663 年に活動が再開した。以降、山頂部で

は流紋岩―デイサイト質マグマによる軽石・火山灰を噴出する噴火を繰り返し、火砕流や

火砕サージも発生した。1910 年以降は山麓でもマグマ水蒸気噴火や水蒸気噴火が発生し、

火口から火山泥流の流出が起こる場合もある。活動中には、粘性の高いマグマが上昇して

溶岩ドームや潜在ドームを形成する場合が多い。噴火の前兆として有感地震多発や顕著な

地殻変動を生じる特徴がある。(曾屋・他,2007)。構成岩石の SiO2 量は 49.3～73.1 wt.% で

ある。 
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写真  

  

Ｉ火口 南西側から 

2011 年 5 月 10 日 気象庁撮影 

K-A 火口(写真中央やや上)および K-B 火口(写真

左) 北東側上空から 

2011 年 7 月 19 日 気象庁撮影 

 

N-B 火口(写真中央) 北東側上空から 

2011 年 7 月 19 日 気象庁撮影 

 

銀沼火口 北東側のオガリ山から 

2011 年 5 月 10 日 気象庁撮影 

  

昭和新山 南西側上空から 

2007 年 5 月 22 日 気象庁撮影 

旧国道 230 号線のグラーベン(地溝) 

北東側上空から 2000 年 7 月 2 日  

稲葉千秋撮影 

(15.有珠山) 

 3

 

1910 年 8 月 2 日の噴火 洞爺湖畔から(Omori,1911) 

 

 

1944 年 7 月 3 日の噴火(Minakami et al.,1951) 
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2011 年 5 月 10 日 気象庁撮影 

  

昭和新山 南西側上空から 

2007 年 5 月 22 日 気象庁撮影 
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 3

 

1910 年 8 月 2 日の噴火 洞爺湖畔から(Omori,1911) 

 

 

 

1944 年 7 月 3 日の噴火(Minakami et al.,1951) 
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1977 年 8 月 7 日の噴火 北東側の壮瞥町から 気象庁撮影 

 

 

2000 年 3 月 31 日の噴火 南西側上空から アジア航測株式会社撮影 

(15.有珠山) 

 5

火口周辺図 

 

図 15-1 火口周辺図  
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地形図 

 
図 15-2 有珠山の地形 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(伊達、洞爺湖温泉)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 

(15.有珠山) 

 7

地質図 

 
図 15-3 有珠山火山地質図(曾屋･他,2007) 
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7000～8000 年前に山頂部が大きく崩壊して南側に岩屑なだれが流下した(善光寺岩屑な

だれ)。その後、長い休止期を経て 1663 年以降活動を再開した。1663 年の噴火(寛文噴火)

は大規模なプリニー式噴火で、東方に多量の火砕物が降下した。その後、17 世紀末頃(1663

年噴火から数十年後)、1769 年、1822 年、1853 年及び 1977 年の活動でプリニー式噴火が

起こり、17 世紀末頃と 1977 年以外の活動では火砕流も発生した。1910 年、1943～45 年及

び 2000 年の噴火ではマグマ水蒸気噴火や水蒸気噴火が発生し、活動中に粘性の高いマグマ

が上昇して溶岩ドームや潜在ドームを形成した(中川･他,2005；曾屋･他,2007)。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベ

ース(工藤・星住, 2006-)を参考とした。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000 年前」

を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

 

�有�����山��(��������) 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1663(寛文 3)年
3,6,15,29 

大規模：マグマ噴

火 6,15,23,24,29 

8 月 13 日から地震、鳴動が頻発。16 日に山頂部からマグマ水

蒸気噴火を開始し、17 日にクライマックスである軽石噴火

(プリニー式噴火)が起こった(有珠ｂ降下火砕堆積物)。地

震、噴火が共に激しく、火山雷を伴った。降灰が著しく、

南西海上は岸から約 5km 沖合まで降下物が厚く浮遊した。

噴煙柱は津軽地方からも見え、空振は庄内地方でも感じら

れた。軽石噴火に引き続き、火山岩塊・火山灰の放出が繰

り返され、火砕サージが山麓へ何回も流下した。堆積物の

層厚は山麓で 1～3ｍ、山腹では数 10ｍに達した。噴火は 8

月末頃まで続いた。降灰で家屋が埋積または焼失し、死者

5 名。6,15,23,24,29 

総噴出物量 2.78km3、マグマ噴出量 1.1DREkm3。(VEI5)20,29 

▲1663←→1769 年 13 中規模：マグマ噴

火 13 

先明和噴火：山頂部から軽石噴火が発生。火砕サージを伴う。

先小有珠溶岩ドームを生成。 

総噴出物量 0.001km3、マグマ噴出量 0.0004DREkm3。(VEI2)13 

▲1769(明和 5)年
6,12,29 

大規模：マグマ噴

火 6,23,24,29 

噴火に先立ち、地震が起こった。 

1 月 23 日に山頂部から軽石噴火(プリニー式噴火)を開始。

軽石や火山灰の降下に引き続く火砕流(明和火砕流)で火災

が発生し、南東山麓の民家が残らず焼失。オガリ山潜在ド

ームを形成。堆積物の層厚は山麓で 30～50cm。6,23,24,29 

総噴出物量 0.11km3、マグマ噴出量 0.04DREkm3(降下火砕物の

みの体積)。(VEI4)7 

 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

10←→7ka23,29 山頂付近 18,19 マグマ噴火
18,19 

Ⅰ～Ⅶタイプ外輪山溶岩噴火：７回の主な噴火により玄

武岩－玄武岩質安山岩の溶岩、スコリアを噴出して成層

火山を形成。18,19,20 

10←→7ka23,29 有珠山東麓，

ドンコロ山
23,24,29 

マグマ噴火
23,24,29 

ドロンコ山降下スコリア噴火：北東麓でスコリア噴火、

火砕流が発生し、側火山(ドンコロ山スコリア丘)を形

成。23,24,29 

8←→7ka29 山頂部 23,24 (山体崩

壊)23,24 

山頂部から噴火して山体崩壊を生じ、南側に岩屑なだれ

が流下して山麓に大小の流れ山を形成(善光寺岩屑なだ

れ堆積物)。23,24 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1822(文政 5)年
6,12,29 

大規模：マグマ噴

火 6,23,24,29 

3 月 9 日に地震が起こり始め、次第に頻度を増した。 

12 日に軽石噴火(プリニー式噴火)を開始。噴火は次第に激

しくなった。 

15 日頃最初の火砕流が発生。 

23 日には最大の火砕流(文政火砕流)が発生し、南東麓から

西麓の森林が一面焼き尽くされ、海岸のアブタ集落(現在

の入江付近)を焼失して多数の死傷者を出す(死者数は三

松・多田(2003)によると 103 名、大臼山焼崩日記による

と 82 名、横山・他(1973)によると 50 名)。堆積物の層厚

は西麓で 30cm、東麓で 1ｍ近くに達した。小有珠溶岩ド

ームを生成。噴火は少なくとも４ヶ月以上続いた。
6,23,24,29 

総噴出物量 0.28km3、マグマ噴出量 0.11DREkm3(降下火砕物の

みの体積)。(VEI4)7 

▲ 1853( 嘉 永 6) 年
6,23,24,29 

大規模：マグマ噴

火 6,23,24,29 

4 月 12 日から地震や鳴動が起こり始め、次第に激しくなって、

22 日に山頂部東側から軽石噴火(プリニー式噴火)を開始。

29 日には激しい噴火が起こり、5 月 4 日頃まで続いた。翌 5

日には大有珠溶岩ドームの成長が始まった。堆積物の層

厚は西麓で 30cm、東麓で 50～100cm に及ぶ。噴火後期に

は火砕流 (嘉永火砕流または立岩火砕流) が発生。大有

珠溶岩ドームはその後も成長を続け、その標高は 1889

年 595ｍ、1905 年 692ｍ、1911 年 740ｍと測定された。
6,23,24,29 

総噴出物量 0.35km3、マグマ噴出量 0.14DREkm3(降下火砕物の

みの体積)。(VEI4)7 

1903(明治 36)年 21 鳴動 21 5～6 月に鳴動。21 

▲1910(明治 43)年
6,29 

中規模：水蒸気噴

火 6,23,24,29 

7 月 21 日から地震が多発し、次第に激しくなり、24 日には M5

程度の地震が発生して虻田村で半壊破損 15 棟。やや衰え始

めた 25 日夜に金比羅山で噴火を開始した。噴火は金比羅山

から東丸山の西側に至る西北西－東南東方向に並ぶ延長

2.7km に沿った地帯で断続的に起こり、大小様々な爆裂火

口を 8 月 2 日までに約 15 個、11 月までには合計 45 個生じ

た。 

噴煙は最大約 700ｍの高さに達し、火山岩塊は火口から 300

ｍ以内に落下した。高温の火山泥流(熱泥流)が 6 個の火口

から直接流出して洞爺湖に流下、1 名が死亡。さらに、西

丸山の東側が 11 月 10 日までに約 155ｍ隆起して潜在ドー

ムである「明治新山(四十三山
よ そ み や ま

)」を生成。付近の地形は著

しく変化して、家屋・山林・耕地に被害を生じた。マグマ

貫入により活動直後に洞爺湖畔で温泉が湧出するようにな

った。6,23,24,29 

総噴出物量 0.003km3。(VEI2)7 
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▲1663(寛文 3)年
3,6,15,29 

大規模：マグマ噴

火 6,15,23,24,29 

8 月 13 日から地震、鳴動が頻発。16 日に山頂部からマグマ水

蒸気噴火を開始し、17 日にクライマックスである軽石噴火

(プリニー式噴火)が起こった(有珠ｂ降下火砕堆積物)。地

震、噴火が共に激しく、火山雷を伴った。降灰が著しく、

南西海上は岸から約 5km 沖合まで降下物が厚く浮遊した。

噴煙柱は津軽地方からも見え、空振は庄内地方でも感じら

れた。軽石噴火に引き続き、火山岩塊・火山灰の放出が繰

り返され、火砕サージが山麓へ何回も流下した。堆積物の

層厚は山麓で 1～3ｍ、山腹では数 10ｍに達した。噴火は 8

月末頃まで続いた。降灰で家屋が埋積または焼失し、死者

5 名。6,15,23,24,29 

総噴出物量 2.78km3、マグマ噴出量 1.1DREkm3。(VEI5)20,29 

▲1663←→1769 年 13 中規模：マグマ噴

火 13 

先明和噴火：山頂部から軽石噴火が発生。火砕サージを伴う。

先小有珠溶岩ドームを生成。 
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6,12,29 
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噴火に先立ち、地震が起こった。 

1 月 23 日に山頂部から軽石噴火(プリニー式噴火)を開始。

軽石や火山灰の降下に引き続く火砕流(明和火砕流)で火災

が発生し、南東山麓の民家が残らず焼失。オガリ山潜在ド

ームを形成。堆積物の層厚は山麓で 30～50cm。6,23,24,29 

総噴出物量 0.11km3、マグマ噴出量 0.04DREkm3(降下火砕物の

みの体積)。(VEI4)7 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な活動・マグマ噴出量 

10←→7ka23,29 山頂付近 18,19 マグマ噴火
18,19 

Ⅰ～Ⅶタイプ外輪山溶岩噴火：７回の主な噴火により玄

武岩－玄武岩質安山岩の溶岩、スコリアを噴出して成層

火山を形成。18,19,20 

10←→7ka23,29 有珠山東麓，

ドンコロ山
23,24,29 

マグマ噴火
23,24,29 

ドロンコ山降下スコリア噴火：北東麓でスコリア噴火、

火砕流が発生し、側火山(ドンコロ山スコリア丘)を形

成。23,24,29 

8←→7ka29 山頂部 23,24 (山体崩

壊)23,24 

山頂部から噴火して山体崩壊を生じ、南側に岩屑なだれ

が流下して山麓に大小の流れ山を形成(善光寺岩屑なだ

れ堆積物)。23,24 

(15.有珠山) 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1822(文政 5)年
6,12,29 

大規模：マグマ噴

火 6,23,24,29 

3 月 9 日に地震が起こり始め、次第に頻度を増した。 

12 日に軽石噴火(プリニー式噴火)を開始。噴火は次第に激

しくなった。 

15 日頃最初の火砕流が発生。 

23 日には最大の火砕流(文政火砕流)が発生し、南東麓から

西麓の森林が一面焼き尽くされ、海岸のアブタ集落(現在

の入江付近)を焼失して多数の死傷者を出す(死者数は三

松・多田(2003)によると 103 名、大臼山焼崩日記による

と 82 名、横山・他(1973)によると 50 名)。堆積物の層厚

は西麓で 30cm、東麓で 1ｍ近くに達した。小有珠溶岩ド

ームを生成。噴火は少なくとも４ヶ月以上続いた。
6,23,24,29 

総噴出物量 0.28km3、マグマ噴出量 0.11DREkm3(降下火砕物の

みの体積)。(VEI4)7 

▲ 1853( 嘉 永 6) 年
6,23,24,29 

大規模：マグマ噴

火 6,23,24,29 

4 月 12 日から地震や鳴動が起こり始め、次第に激しくなって、

22 日に山頂部東側から軽石噴火(プリニー式噴火)を開始。

29 日には激しい噴火が起こり、5 月 4 日頃まで続いた。翌 5

日には大有珠溶岩ドームの成長が始まった。堆積物の層

厚は西麓で 30cm、東麓で 50～100cm に及ぶ。噴火後期に

は火砕流 (嘉永火砕流または立岩火砕流) が発生。大有

珠溶岩ドームはその後も成長を続け、その標高は 1889

年 595ｍ、1905 年 692ｍ、1911 年 740ｍと測定された。
6,23,24,29 

総噴出物量 0.35km3、マグマ噴出量 0.14DREkm3(降下火砕物の

みの体積)。(VEI4)7 

1903(明治 36)年 21 鳴動 21 5～6 月に鳴動。21 

▲1910(明治 43)年
6,29 

中規模：水蒸気噴

火 6,23,24,29 

7 月 21 日から地震が多発し、次第に激しくなり、24 日には M5

程度の地震が発生して虻田村で半壊破損 15 棟。やや衰え始

めた 25 日夜に金比羅山で噴火を開始した。噴火は金比羅山

から東丸山の西側に至る西北西－東南東方向に並ぶ延長

2.7km に沿った地帯で断続的に起こり、大小様々な爆裂火

口を 8 月 2 日までに約 15 個、11 月までには合計 45 個生じ

た。 

噴煙は最大約 700ｍの高さに達し、火山岩塊は火口から 300

ｍ以内に落下した。高温の火山泥流(熱泥流)が 6 個の火口

から直接流出して洞爺湖に流下、1 名が死亡。さらに、西

丸山の東側が 11 月 10 日までに約 155ｍ隆起して潜在ドー

ムである「明治新山(四十三山
よ そ み や ま

)」を生成。付近の地形は著

しく変化して、家屋・山林・耕地に被害を生じた。マグマ

貫入により活動直後に洞爺湖畔で温泉が湧出するようにな

った。6,23,24,29 

総噴出物量 0.003km3。(VEI2)7 

229

（15. 有珠山）
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1943～1945(昭和

18～20)年 4,6,29 

マグマ噴火
4,9,10,23,24,29 

(1)先噴火期(1943 年 12 月 28 日～1944 年 6 月 22 日) 

12 月 28 日、有珠山一帯で地震が起こり、北麓では 1 日 20

回近くの有感地震があった。 

1944 年に入り、地震はやや少なくなり、震源が次第に東麓

に集中。柳原では地盤隆起が始まり、4 月には 16ｍに達

した。 

4 月中旬から、隆起中心が北方のフカバ(現在の昭和新山東

部に相当)に移り、最大 50ｍ隆起した。地震は激しくなり、

6 月 22 日には 250 回の有感地震が起きた。 

(2)爆発期(1944 年 6 月 23 日～1944 年 10 月 31 日) 

6 月 23 日、フカバ西方の東九万坪(現在の昭和新山中央部に

相当)の畑地から水蒸気噴火が始まった。 

7 月 2 日から、爆発が激しくなり、10 月末までに 10 数回の

顕著な爆発があった。特に、7 月 2 日、3 日の爆発は大き

く、多量の噴石・火山灰を放出して農作物に大被害、東

方の苫小牧・千歳方面まで降灰があった。 

7 月 11 日の爆発で、低温(60～70℃)の火砕サージが発生し

て保安林や家屋を破壊した。負傷者 1 名、農作物に被害。

8 月 26 日、幼児 1 名死亡、家屋焼失。一連の爆発で松本山

南側に環状配列した 7 個の火口が開き、地盤の隆起も続

いて高さ 100ｍほどの屋根山(潜在ドーム)となった。 

(3)溶岩ドーム生成期(1944 年 11 月上旬～1945 年 9 月) 

11 月中旬、屋根山中央部の環状爆裂火口群の中心から新溶

岩が現れ始め、やや西側に突出するように上昇を続けた。

1945 年 9 月、地震が少なくなり、溶岩ドームの成長も終わ

り、その頂部は 406.9ｍとなった。生成された溶岩ドーム

は「昭和新山」と命名された。4,9,10,23,24,29 

総噴出物量 0.11km3(溶岩の体積は潜在部分も含む)、マグ 

マ噴出量 0.11DREkm3。(VEI1)10,14 

(15.有珠山) 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1977～1978(昭和

52～53)年 1,5,6,8,17,23 

中規模：マグマ噴

火 1,6,8,17,23,24,30 

8 月 6 日、03：30 から有感地震多発。7 日、09：12 山頂火

口原(小有珠南東麓)からデイサイト質マグマによる軽石

噴火(プリニー式噴火)を開始、噴煙は 1 時間後に高さ

12000ｍに達したが、噴火は 2 時間半足らずで一旦休止。

以降、14 日未明までに大きな軽石噴火を含む 10 数回の

噴火が断続。この１週間にわたる第 1 期噴火で、小有珠

溶岩ドーム東麓に第 1～3 火口、火口原北部に第 4 火口を

開き、火口周辺には多量の軽石・火山灰を堆積した。降

灰は山麓の住宅を破壊し、農作物や森林に被害を与えた。

8～9 月には西麓で降雨による二次泥流災害が発生。第 1 期

噴火の噴出量は 8,300 万ｍ３に達した。 

第 1 期噴火以降、残りのマグマは上昇を続け、地震活動

を伴って火口原を隆起させ、小有珠北東麓からオガリ山

を通り大有珠までの間に断層を形成しながら新しい潜在

ドーム(有珠新山)を形成。断層の南西側には幅 100～250

ｍの地溝が発達し、小有珠山頂部は沈降を続けた。噴火

開始後 2 ヶ月半で新山は 40～50ｍ隆起し、有珠外輪山北

東壁は外側へふくらんで水平移動量は 48ｍに達した。山

頂部の顕著な地殻変動の影響が北麓にも及び、道路や建

物、上下水道等に深刻な被害を生じた。 

11 月 16 日から、山頂火口原で水蒸気噴火が始まる(第 2 期

噴火) 

1978 年 

7～9 月にはマグマ水蒸気噴火も多発し、10 月 27 日まで噴

火活動を繰り返した。この間、断層南側には A-N 火口を

開口し、このうち J-N 火口は結合して銀沼火口となった。

第 2 期噴火の噴出量は約 750 万ｍ３と第 1 期の 10 分の 1

に過ぎなかったが、10 月 16 日と 24 日には降雨により有

珠山全域で二次泥流が発生し、死者 2 名、行方不明者 1

名、軽傷者 2 名、住家被害 196 棟、非住家被害 9 棟、農

林業・土木・水道施設等に被害を生じた。 

その後も、新山の隆起は地震活動を伴いながら 1982 年 3

月まで続き、オガリ山と小有珠東麓部は約 180m 隆起した

ほか、北外輪山と洞爺湖岸との距離は約 180m 短縮した。
1,6,8,17,23,24,30 

総噴出物量 0.09km3、マグマ噴出量 0.04DREkm3。(VEI3)17,30

230

（15. 有珠山）

活火山総覧_第4版_01巻_p031_p557_本文_北海道東北.indd   230 13.1.25   11:12:22 AM



(15.有珠山) 

 10

 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1943～1945(昭和

18～20)年 4,6,29 

マグマ噴火
4,9,10,23,24,29 

(1)先噴火期(1943 年 12 月 28 日～1944 年 6 月 22 日) 

12 月 28 日、有珠山一帯で地震が起こり、北麓では 1 日 20

回近くの有感地震があった。 

1944 年に入り、地震はやや少なくなり、震源が次第に東麓

に集中。柳原では地盤隆起が始まり、4 月には 16ｍに達

した。 

4 月中旬から、隆起中心が北方のフカバ(現在の昭和新山東

部に相当)に移り、最大 50ｍ隆起した。地震は激しくなり、

6 月 22 日には 250 回の有感地震が起きた。 

(2)爆発期(1944 年 6 月 23 日～1944 年 10 月 31 日) 

6 月 23 日、フカバ西方の東九万坪(現在の昭和新山中央部に

相当)の畑地から水蒸気噴火が始まった。 

7 月 2 日から、爆発が激しくなり、10 月末までに 10 数回の

顕著な爆発があった。特に、7 月 2 日、3 日の爆発は大き

く、多量の噴石・火山灰を放出して農作物に大被害、東

方の苫小牧・千歳方面まで降灰があった。 

7 月 11 日の爆発で、低温(60～70℃)の火砕サージが発生し

て保安林や家屋を破壊した。負傷者 1 名、農作物に被害。

8 月 26 日、幼児 1 名死亡、家屋焼失。一連の爆発で松本山

南側に環状配列した 7 個の火口が開き、地盤の隆起も続

いて高さ 100ｍほどの屋根山(潜在ドーム)となった。 

(3)溶岩ドーム生成期(1944 年 11 月上旬～1945 年 9 月) 

11 月中旬、屋根山中央部の環状爆裂火口群の中心から新溶

岩が現れ始め、やや西側に突出するように上昇を続けた。

1945 年 9 月、地震が少なくなり、溶岩ドームの成長も終わ

り、その頂部は 406.9ｍとなった。生成された溶岩ドーム

は「昭和新山」と命名された。4,9,10,23,24,29 

総噴出物量 0.11km3(溶岩の体積は潜在部分も含む)、マグ 

マ噴出量 0.11DREkm3。(VEI1)10,14 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1977～1978(昭和

52～53)年 1,5,6,8,17,23 

中規模：マグマ噴

火 1,6,8,17,23,24,30 

8 月 6 日、03：30 から有感地震多発。7 日、09：12 山頂火

口原(小有珠南東麓)からデイサイト質マグマによる軽石

噴火(プリニー式噴火)を開始、噴煙は 1 時間後に高さ

12000ｍに達したが、噴火は 2 時間半足らずで一旦休止。

以降、14 日未明までに大きな軽石噴火を含む 10 数回の

噴火が断続。この１週間にわたる第 1 期噴火で、小有珠

溶岩ドーム東麓に第 1～3 火口、火口原北部に第 4 火口を

開き、火口周辺には多量の軽石・火山灰を堆積した。降

灰は山麓の住宅を破壊し、農作物や森林に被害を与えた。

8～9 月には西麓で降雨による二次泥流災害が発生。第 1 期

噴火の噴出量は 8,300 万ｍ３に達した。 

第 1 期噴火以降、残りのマグマは上昇を続け、地震活動

を伴って火口原を隆起させ、小有珠北東麓からオガリ山

を通り大有珠までの間に断層を形成しながら新しい潜在

ドーム(有珠新山)を形成。断層の南西側には幅 100～250

ｍの地溝が発達し、小有珠山頂部は沈降を続けた。噴火

開始後 2 ヶ月半で新山は 40～50ｍ隆起し、有珠外輪山北

東壁は外側へふくらんで水平移動量は 48ｍに達した。山

頂部の顕著な地殻変動の影響が北麓にも及び、道路や建

物、上下水道等に深刻な被害を生じた。 

11 月 16 日から、山頂火口原で水蒸気噴火が始まる(第 2 期

噴火) 

1978 年 

7～9 月にはマグマ水蒸気噴火も多発し、10 月 27 日まで噴

火活動を繰り返した。この間、断層南側には A-N 火口を

開口し、このうち J-N 火口は結合して銀沼火口となった。

第 2 期噴火の噴出量は約 750 万ｍ３と第 1 期の 10 分の 1

に過ぎなかったが、10 月 16 日と 24 日には降雨により有

珠山全域で二次泥流が発生し、死者 2 名、行方不明者 1

名、軽傷者 2 名、住家被害 196 棟、非住家被害 9 棟、農

林業・土木・水道施設等に被害を生じた。 

その後も、新山の隆起は地震活動を伴いながら 1982 年 3

月まで続き、オガリ山と小有珠東麓部は約 180m 隆起した

ほか、北外輪山と洞爺湖岸との距離は約 180m 短縮した。
1,6,8,17,23,24,30 

総噴出物量 0.09km3、マグマ噴出量 0.04DREkm3。(VEI3)17,30

231

（15. 有珠山）
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲2000(平成 12)年
16,22,28 

小規模：マグマ水

蒸気噴火
11,22,24,25,26,27,28 

3 月 27 日午後から地震が徐々に増加。 

28 日、01：31 頃、最初の有感地震が発生(洞爺湖温泉地

区で体感)。 

30 日～31 日、山頂部や北西山麓に断層や地割れが生じ、

次第に発達拡大。 

31 日、地震活動のピークが過ぎ、13：07 に西山西麓から

マグマ水蒸気噴火が発生。火口周辺に噴石を放出、噴煙

は火口直上数 100m まで上昇後北東側へ流され、高さ

3500m まで達した。風下の北東側で降灰、75km 離れた千

歳でも微量の降灰が認められた。31 日噴火の噴出物量は

24 万トン。 

4 月 1 日、11：30 頃、金比羅山北西麓から噴火開始。 

4 月中旬まで、小規模な水蒸気噴火を繰り返し、西山西麓と

金比羅山周辺に計 65 個の火口を形成。西山西麓では 4 月

1-2 日、金比羅山では 4 月 2-10 日にいくつかの火口から

熱泥流が発生。 

4 月中旬以降、活発な火口は 4 つ(西山西麓の N-B 火口、N-C

火口及び金比羅山北西麓の K-A 火口、K-B 火口)に限定さ

れ、西山西麓ではマグマ貫入により最大約 80m 隆起して

潜在ドームを形成。 

8 月以降、西山西麓の隆起は沈降に転じ、各火口の活動は

徐々に低下。K-B 火口ではその後も空振を伴う噴石等の噴

出が継続 

2001 年 

9 月を最後に K-B 火口の空振や火山灰噴出は見られなくな

った。 

噴火場所が北西山麓の一部居住地にかかっていたため、

小規模噴火だったにも関わらず、道路や上下水道が寸断

され、850 戸の家屋に被害が生じた。11,22,24,25,26,27,28 

総噴出物量 0.0009km3(マグマ噴出量は微量)。(VEI1)2,11 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベ

ース(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」

は「1000 年前」を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲2000(平成 12)年
16,22,28 

小規模：マグマ水

蒸気噴火
11,22,24,25,26,27,28 

3 月 27 日午後から地震が徐々に増加。 

28 日、01：31 頃、最初の有感地震が発生(洞爺湖温泉地

区で体感)。 

30 日～31 日、山頂部や北西山麓に断層や地割れが生じ、

次第に発達拡大。 

31 日、地震活動のピークが過ぎ、13：07 に西山西麓から

マグマ水蒸気噴火が発生。火口周辺に噴石を放出、噴煙

は火口直上数 100m まで上昇後北東側へ流され、高さ

3500m まで達した。風下の北東側で降灰、75km 離れた千

歳でも微量の降灰が認められた。31 日噴火の噴出物量は

24 万トン。 

4 月 1 日、11：30 頃、金比羅山北西麓から噴火開始。 

4 月中旬まで、小規模な水蒸気噴火を繰り返し、西山西麓と

金比羅山周辺に計 65 個の火口を形成。西山西麓では 4 月

1-2 日、金比羅山では 4 月 2-10 日にいくつかの火口から

熱泥流が発生。 

4 月中旬以降、活発な火口は 4 つ(西山西麓の N-B 火口、N-C

火口及び金比羅山北西麓の K-A 火口、K-B 火口)に限定さ

れ、西山西麓ではマグマ貫入により最大約 80m 隆起して

潜在ドームを形成。 

8 月以降、西山西麓の隆起は沈降に転じ、各火口の活動は

徐々に低下。K-B 火口ではその後も空振を伴う噴石等の噴

出が継続 

2001 年 

9 月を最後に K-B 火口の空振や火山灰噴出は見られなくな

った。 

噴火場所が北西山麓の一部居住地にかかっていたため、

小規模噴火だったにも関わらず、道路や上下水道が寸断

され、850 戸の家屋に被害が生じた。11,22,24,25,26,27,28 

総噴出物量 0.0009km3(マグマ噴出量は微量)。(VEI1)2,11 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベ

ース(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」

は「1000 年前」を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 
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全岩化学組成 

 

図 15-4 有珠火山先史時代噴出物(外輪山)および歴史時代噴出物の全岩化学組成ハーカー図 

(Matsumoto and Nakagawa, 2010) 

 

 

図 15-5 歴史時代噴出物の全岩化学組成 SiO2 量の時間変化図 

(中川・他，2005；Matsumoto and Nakagawa, 2010) 
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図 15-6 歴史時代噴出物の全岩化学組成ハーカー図(Matsumoto and Nakagawa, 2010) 
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図 15-6 歴史時代噴出物の全岩化学組成ハーカー図(Matsumoto and Nakagawa, 2010) 
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��火山活動 

 

図 15-7 有珠山の最近４回の噴火活動 

 

�1910 年噴火 

 
図 15-8 有珠山 1910 年噴火の爆裂火口,亀裂及び断層(Omori,1911 を改編) 
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図 15-9 1910 年噴火後の洞爺湖岸の高さの変動(Omori,1911 を基に作図) 

・湖水位測定による洞爺湖南岸の隆起・沈降を観測 

 

 

図 15-10 水準点の変動(Omori,1913,1920 を基に作図) 
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・194�-1945 年噴火 

 
図 15-11 1944 年噴火時に起こったＡ型地震の震源分布及び地震の記録例(Minakami et al,1951) 

・断面図内の灰色塗りつぶしは昭和新山付近のＢ型地震の推定震源を示す 

 

 

 

図 15-12 有珠山東山麓の隆起(Minakami,1947a に加筆) 

・噴火に先立つ時期にはＣ地点の隆起が,噴火後はＢ地点の隆起が顕著 
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図 15-13 1944-1945 年溶岩ドームの成長(福富,1946 を基に作図) 

 

�1977-1978 年噴火 

 

図 15-14 1977 年噴火の推移,地図は噴火した火口の位置(勝井･他,1988) 
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図 15-13 1944-1945 年溶岩ドームの成長(福富,1946 を基に作図) 

 

�1977-1978 年噴火 

 

図 15-14 1977 年噴火の推移,地図は噴火した火口の位置(勝井･他,1988) 
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図 15-15 1977 年 8 月噴火による降灰域(勝井･他,1988) 

 

 
図 15-16 山頂火口原内の地形変化(勝井･他,1988) 
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図 15-17 有珠新山生成に関連した山頂浅部の火山性地震の震源分布(西村・岡田,1987) 

 

 
図 15-18 1977～1979 年の活動時に放出された地震エネルギー放出率(erg/day)と, 

おがり山隆起率(cm/day)の変化(横山,1993) 

 

 

図 15-19 1977-82 年噴火の前後の写真による地形変化(三松三朗撮影) 
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図 15-15 1977 年 8 月噴火による降灰域(勝井･他,1988) 

 

 
図 15-16 山頂火口原内の地形変化(勝井･他,1988) 

(15.有珠山) 

 21

 

図 15-17 有珠新山生成に関連した山頂浅部の火山性地震の震源分布(西村・岡田,1987) 

 

 
図 15-18 1977～1979 年の活動時に放出された地震エネルギー放出率(erg/day)と, 

おがり山隆起率(cm/day)の変化(横山,1993) 

 

 

図 15-19 1977-82 年噴火の前後の写真による地形変化(三松三朗撮影) 
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�2000 年噴火 

 
図 15-20 2000 年噴火開始前後の震源分布と地殻変動の対応(Oshima and Ui,2003) 

左矢印：西山西麓(火口群)からの噴火開始,右矢印：金比羅山の噴火開始 

(15.有珠山) 

 23

 

図 15-21 2000 年噴火前後の比高変化と重力変化(Oshima and Ui,2003) 

 

 
図 15-22 有珠山 2000 年噴火の推移(宇井・他,2002) 

4 月 3 日及び 5 月 18 日,新たに形成した火口及び断層の分布 
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図 15-23 2000 年噴火における熱泥流分布等(北海道建設部,2001) 

 

 

図 15-24 2000 年噴火開始後の震源分布(気象庁,2003) 

(15.有珠山) 

 25

��の噴火に�������  

有史上の噴火においては、噴火発生の数十時間～数日前から顕著な有感群発地震が発

生し、山頂部や山麓で亀裂、断層の生成などの顕著な地殻変動がみられた。山体周辺で

は噴火発生の数ヶ月～数日前から地下水位に変化が生じたり、噴火開始直前には、地震

波形の低周波化がみられたこともある。 

 

 

図 15-25 有珠山 1910 年噴火の前兆地震活動(岡田,1982 に加筆) 

 

 

図 15-26 有珠山 1943-45 年噴火の前兆地震活動 

(Minakami,1949b・Kizawa,1957 を基に作図) 
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図 15-27 1977-78 年噴火の前兆地震活動(気象庁 A(現在の南山麓)点および壮瞥臨時観測点での回数) 

(気象庁,1980 を基に作図) 

 

 

図 15-28 2000 年噴火の地震活動(気象庁,2003 を基に作図) 

(15.有珠山) 

 27

 
図 15-29 1977-78 年噴火前兆地震の波形変化(高周波→低周波)(岡田,1985) 

  上段：加速度振幅(伊達) 中段：変位振幅(札幌) 下段：速度振幅(樽前山) 

 

    

図 15-30 2000 年噴火前に見られた地下水位の変化(Shibata and Akita,2001) 

    左：観測点配置 右：地下水位変動 
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図 15-30 2000 年噴火前に見られた地下水位の変化(Shibata and Akita,2001) 
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図 15-31 2000 年噴火で GPS 観測により捉えられた前兆地殻変動(高橋･他,2002) 

上：観測点配置 左下：基線長変化 右下：3 月 29 日～31 日の水平変動 

(15.有珠山) 

 29

�年��山活動 

�活動経過図 

 

図 15-32 活動経過(1964 年～2012 年 6 月) 
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(15.有珠山) 
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�年��山活動 

�活動経過図 

 

図 15-32 活動経過(1964 年～2012 年 6 月) 
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��山�地震�震源分布 

 
図 15-33 震源分布図(2002 年 10 月～2012 年 6 月 30 日) 

＋印は地震観測点を示す  

 

�地震活動 

 
図 15-34 広域地震観測網による地震活動及び深部低周波地震活動 

(1997 年 10 月～2012 年 6 月 30 日) 

(15.有珠山) 

 31

�有珠山浅部の地殻活動イメージ 

 
図 15-35 有珠山浅部の地殻活動イメージ(Aoyama et al.,2009 を和訳) 

 

�地�構造 

 
図 15-36 2001 年に実施した人工地震探査データ解析で得られた 

速度構造モデル(Onizawa et al.,2007)を和訳 

(a)南西－北東断面 (b)北西－南東断面 

  (c)昭和新山南麓ボーリング地点の地質柱状図 
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�������� 

①火山防災協議会 

・有珠火山防災会議協議会 

火山防災協議会の名称 設置 最近の主な活動の内容

有珠火山防災会議協議会 1981.4.27

・防災担当者現地勉強会の実施（年1回）
・北海道防災ヘリによる有珠山防災状況調査（年1回）
・有珠火山防災会議協議会4市町合同防災訓練
・有珠山2000年噴火から10周年記念フォーラムin豊浦（平成22年10月1日）

左に挙げた以外の構成機関

■関係機関
（国）後志森林管理署、室蘭海上保安部、陸上自衛隊第7師団
（道）胆振総合振興局産業振興部・保健環境部
（警察・消防）伊達警察署、西胆振消防組合消防本部

関係都道府県

北海道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

■道（防災部局）
　胆振総合振興局
■市町村
　伊達市◎、洞爺湖町、壮瞥町、豊浦町
■気象台
　室蘭地方気象台
■砂防部局
（国）室蘭開発建設部
（道）胆振総合振興局室蘭建設管理部
■火山専門家等
　―

 

 

②火山ハザードマップ等 

有珠山火山防災マップ(全体版)2002(平成 14)年 3 月伊達市防災対策室・虻田町有珠山噴
火災害復興対策室・壮瞥町総務課・豊浦町企画調整課・洞爺村総務課発行 北海道防災会
議地震火山対策部会火山対策専門委員会監修 

http://www.city.date.hokkaido.jp/soumu/n96bln0000008f27.html

 

 

(15.有珠山) 

 

③噴火警戒レベル(2008(平成 20)年 6 月 9 日運用開始) 
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(15.有珠山) 

 

③噴火警戒レベル(2008(平成 20)年 6 月 9 日運用開始) 
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 35

④主な火山情報の発表状況 

(1965 年 1 月 1 日の情報発表業務開始以降 2007 年 11 月 30 日まで) 

 

 

 
 

情報の種類 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76

火山情報（臨時） － － － － － － － － － － － －

情報の種類 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88

火山活動情報※1  － － － － － － － － － － －

臨時火山情報※1 35 38 1 － － 1 － － － － － －

情報の種類 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00

緊急火山情報※2 － － － － － － － － － － － 5 

臨時火山情報 － － － － － － － － － － － 23

火山観測情報※2     － － － － － － － 334

情報の種類 01 02 03 04 05 06 07

緊急火山情報 － － － － － － －

臨時火山情報 － － － － － － －

火山観測情報 32 － － － － － －  

※1 昭和 53（1978）年 12 月 20 日,火山活動情報,臨時火山情報,定期火山情報の 3 種類の火山情報の発表

業務を開始.従来は火山情報（定期または臨時）を発表. 

※2 平成 5（1993）年 5月 11 日,火山活動情報を緊急火山情報と改正.火山観測情報を新設. 

※ 平成 14（2002）年 3 月,常時観測火山だけで定期的に発表していた定期火山情報は廃止し,火山活動解

説資料に発展解消. 

※ 1982年の臨時火山情報は,1977(昭和 52年)から 1982(昭和 57年)までの有珠山の火山活動に関する統一

見解.  

※緊急火山情報 第１号 2000 年(平成 12 年)  3 月 29 日 11 時 10 分 発表 

※緊急火山情報 第 2 号 2000 年(平成 12 年)  3 月 30 日 13 時 20 分 発表 

※緊急火山情報 第 3 号 2000 年(平成 12 年)  3 月 31 日 11 時 50 分 発表 

※緊急火山情報 第 4 号 2000 年(平成 12 年)  3 月 31 日 13 時 16 分 発表 

※緊急火山情報 第 5 号 2000 年(平成 12 年)  4 月 1 日 12 時 05 分 発表 

 

⑤噴火警報等の発表状況 

(2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の発表開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで) 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007(平成 19)

年 12 月 1 日

10:20 

噴火予報（平常）※ 1 

 ― 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 

2008(平成 20)

年 6 月 9 日

10:00 

噴火予報※ ２  

(噴火警戒レベル 1、平常)

北海道胆振支

庁伊達市、洞

爺湖町、壮瞥

町、豊浦町 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 
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火山観測情報※2     － － － － － － － 334

情報の種類 01 02 03 04 05 06 07

緊急火山情報 － － － － － － －

臨時火山情報 － － － － － － －

火山観測情報 32 － － － － － －  

※1 昭和 53（1978）年 12 月 20 日,火山活動情報,臨時火山情報,定期火山情報の 3 種類の火山情報の発表

業務を開始.従来は火山情報（定期または臨時）を発表. 

※2 平成 5（1993）年 5月 11 日,火山活動情報を緊急火山情報と改正.火山観測情報を新設. 

※ 平成 14（2002）年 3 月,常時観測火山だけで定期的に発表していた定期火山情報は廃止し,火山活動解

説資料に発展解消. 

※ 1982年の臨時火山情報は,1977(昭和 52年)から 1982(昭和 57年)までの有珠山の火山活動に関する統一

見解.  

※緊急火山情報 第１号 2000 年(平成 12 年)  3 月 29 日 11 時 10 分 発表 

※緊急火山情報 第 2 号 2000 年(平成 12 年)  3 月 30 日 13 時 20 分 発表 

※緊急火山情報 第 3 号 2000 年(平成 12 年)  3 月 31 日 11 時 50 分 発表 

※緊急火山情報 第 4 号 2000 年(平成 12 年)  3 月 31 日 13 時 16 分 発表 

※緊急火山情報 第 5 号 2000 年(平成 12 年)  4 月 1 日 12 時 05 分 発表 

 

⑤噴火警報等の発表状況 

(2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の発表開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで) 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007(平成 19)

年 12 月 1 日

10:20 

噴火予報（平常）※ 1 

 ― 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 

2008(平成 20)

年 6 月 9 日

10:00 

噴火予報※ ２  

(噴火警戒レベル 1、平常)

北海道胆振支

庁伊達市、洞

爺湖町、壮瞥

町、豊浦町 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 

255
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⑥避難実績及び入山規制等の実績 

・避難状況 

1977年噴火 

噴火による降灰と火山礫と多発する有感地震の長期化が予想され被災市町村は住民

の安全を確保するため避難所(虻田町 7 カ所、壮瞥町 1 カ所、伊達市 1 カ所、洞爺村で

1 カ所)を設置し、52,634 人が避難した(適用８月 8 日～10 月 31 日：北海道胆振支庁

による)。 

2000 年噴火 

噴火開始前の 3 月 29 日に緊急火山情報が発表され、地元自治体はハザードマップ

に基づき避難指示を発令し、ピーク時にはおよそ 1 万 6 千人の住民が避難した。なお、

避難指示区域については平成 14 年 3 月 31 日にＫ-Ｂ火口周辺が解除され、すべての区

域の避難が解除となった(北海道による)。 

・登山規制の状況 

現在、山頂火口原を含む国有林内への立入規制、治山の森遊歩道及び長距離自然歩

道を除く 

・過去の登山規制履歴 

年月日 規制内容 

1977 年 8 月 7 日 壮瞥町・伊達市・虻田町の一部避難命令※ 

1977 年 8 月 9 日 洞爺湖温泉地区に避難命令※ 

1977 年 8 月 29 日  虻田町洞爺湖温泉地区、壮瞥町温泉地区、伊達市上長和地区で夜間も避難命令※

を制限つき解除 

1977 年 9 月 7 日 虻田町、泥流危険地区を除き避難命令※全面解除 

1977 年 10 月 20 日 避難全面解除 

1978 年 2 月 25 日  壮瞥町新山地区避難 

2000 年 3 月 29 日 三市町(伊達市・虻田町・壮瞥町)に避難指示 

2000 年 3 月 30 日 避難区域拡大 

2000 年 6 月 10 日 有珠山外輪山地区避難指示解除(南外輪山地区は引続き自主規制) 

2002 年 2 月 25 日 南外輪地区の自主規制解除 

2002 年 3 月 31 日 金比毘羅火口周辺の避難指示解除 

2002 年 4 月 27 日 治山の森遊歩道からの登山再開 

2004 年 9 月 29 日 災害危険区域内規制緩和区域の追加指定(長距離自然歩道) 

※1977～78 年の規制内容は 1977 年有珠山噴火災害対策の概要(北海道総務部)から転記 

・規制の実施機関 

有珠火山防災会議協議会 

(15.有珠山) 
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����� 

①人口 

・伊達市    36,670 人(17,747 世帯) 平成 23 年 3 月 31 日現在 

・洞爺湖町   10,041 人(5,120 世帯)  平成 23 年 10 月 31 日現在 

・壮瞥町     2,833 人(1,306 世帯)  平成 23 年 10 月 31 日現在 

・豊浦町     4,443 人(2,279 世帯)  平成 23 年 10 月 31 日現在 

 

②国立・国定公園・登山者数等 

・2008 年 12 月、洞爺湖有珠山地域が「日本ジオパーク」として認定された。 

・2009 年 8 月、洞爺湖有珠山地域が「世界ジオパーク」として認定された。 

・洞爺湖温泉地区 洞爺湖町 観光客年間入込客数 2,461,541 人 平成 22 年度  

・壮瞥温泉地区  壮瞥町  観光客年間入込客数 1,131,000 人 平成 22 年度  

・伊達地区    伊達市  観光客年間入込客数 2,211,900 人 平成 22 年度  

 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

伊達市役所 伊達市鹿島町 20-1 0142-23-3331 

洞爺湖町役場 虻田郡洞爺湖町栄町 58 0142-76-2121 

壮瞥町役場 有珠郡壮瞥町滝之町 245 0142-66-2121 

豊浦町役場 虻田郡豊浦町字船見町 10 0142-83-2121 

洞爺湖町役場洞爺湖温泉支所 虻田郡洞爺湖町洞爺湖温泉 142 0142-75-2281 

 

④主要交通網 

・道央自動車道、国道 37 号線、国道 230 号線、国道 453 号線、道道 2 号線、 

道道 703 号線 

・JR 室蘭本線 

 

⑤関連施設 

・伊達市 

伊達市消防・防災センター 

・洞爺湖町 

洞爺湖ビジターセンター 

火山科学館 

・壮瞥町 

そうべつ情報館 i(アイ)  

三松正夫記念館  

北海道大学 有珠火山観測所 

 

 

����������  
機関・部署名 所在地 電話番号 

札幌火山監視・情報センター (札幌管区気象台)札幌市中央区北 2 条西 18 丁目 2 011-611-2421 

室蘭地方気象台 室蘭市山手町 2 丁目 6-8 0143-22-2598 
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⑥避難実績及び入山規制等の実績 

・避難状況 

1977年噴火 

噴火による降灰と火山礫と多発する有感地震の長期化が予想され被災市町村は住民

の安全を確保するため避難所(虻田町 7 カ所、壮瞥町 1 カ所、伊達市 1 カ所、洞爺村で

1 カ所)を設置し、52,634 人が避難した(適用８月 8 日～10 月 31 日：北海道胆振支庁

による)。 

2000 年噴火 

噴火開始前の 3 月 29 日に緊急火山情報が発表され、地元自治体はハザードマップ

に基づき避難指示を発令し、ピーク時にはおよそ 1 万 6 千人の住民が避難した。なお、

避難指示区域については平成 14 年 3 月 31 日にＫ-Ｂ火口周辺が解除され、すべての区

域の避難が解除となった(北海道による)。 

・登山規制の状況 

現在、山頂火口原を含む国有林内への立入規制、治山の森遊歩道及び長距離自然歩

道を除く 

・過去の登山規制履歴 

年月日 規制内容 

1977 年 8 月 7 日 壮瞥町・伊達市・虻田町の一部避難命令※ 

1977 年 8 月 9 日 洞爺湖温泉地区に避難命令※ 

1977 年 8 月 29 日  虻田町洞爺湖温泉地区、壮瞥町温泉地区、伊達市上長和地区で夜間も避難命令※

を制限つき解除 

1977 年 9 月 7 日 虻田町、泥流危険地区を除き避難命令※全面解除 

1977 年 10 月 20 日 避難全面解除 

1978 年 2 月 25 日  壮瞥町新山地区避難 

2000 年 3 月 29 日 三市町(伊達市・虻田町・壮瞥町)に避難指示 

2000 年 3 月 30 日 避難区域拡大 

2000 年 6 月 10 日 有珠山外輪山地区避難指示解除(南外輪山地区は引続き自主規制) 

2002 年 2 月 25 日 南外輪地区の自主規制解除 

2002 年 3 月 31 日 金比毘羅火口周辺の避難指示解除 

2002 年 4 月 27 日 治山の森遊歩道からの登山再開 

2004 年 9 月 29 日 災害危険区域内規制緩和区域の追加指定(長距離自然歩道) 

※1977～78 年の規制内容は 1977 年有珠山噴火災害対策の概要(北海道総務部)から転記 

・規制の実施機関 

有珠火山防災会議協議会 

(15.有珠山) 

 

����� 

①人口 

・伊達市    36,670 人(17,747 世帯) 平成 23 年 3 月 31 日現在 

・洞爺湖町   10,041 人(5,120 世帯)  平成 23 年 10 月 31 日現在 

・壮瞥町     2,833 人(1,306 世帯)  平成 23 年 10 月 31 日現在 

・豊浦町     4,443 人(2,279 世帯)  平成 23 年 10 月 31 日現在 

 

②国立・国定公園・登山者数等 

・支笏洞爺国立公園（支笏・定山渓・登別地域） 

・2008 年 12 月、洞爺湖有珠山地域が「日本ジオパーク」として認定された。 

・2009 年 8 月、洞爺湖有珠山地域が「世界ジオパーク」として認定された。 

・洞爺湖温泉地区 洞爺湖町 観光客年間入込客数 2,461,541 人 平成 22 年度  

・壮瞥温泉地区  壮瞥町  観光客年間入込客数 1,131,000 人 平成 22 年度  

・伊達地区    伊達市  観光客年間入込客数 2,211,900 人 平成 22 年度  

 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

伊達市役所 伊達市鹿島町 20-1 0142-23-3331 

洞爺湖町役場 虻田郡洞爺湖町栄町 58 0142-76-2121 

壮瞥町役場 有珠郡壮瞥町滝之町 245 0142-66-2121 

豊浦町役場 虻田郡豊浦町字船見町 10 0142-83-2121 

洞爺湖町役場洞爺湖温泉支所 虻田郡洞爺湖町洞爺湖温泉 142 0142-75-2281 

 

④主要交通網 

・道央自動車道、国道 37 号線、国道 230 号線、国道 453 号線、道道 2 号線、 

道道 703 号線 

・JR 室蘭本線 

 

⑤関連施設 

・伊達市 

伊達市消防・防災センター 

・洞爺湖町 

洞爺湖ビジターセンター 

火山科学館 

・壮瞥町 

そうべつ情報館 i(アイ)  

三松正夫記念館  

北海道大学 有珠火山観測所 

 

 

����������  
機関・部署名 所在地 電話番号 

札幌火山監視・情報センター (札幌管区気象台)札幌市中央区北 2 条西 18 丁目 2 011-611-2421 

室蘭地方気象台 室蘭市山手町 2 丁目 6-8 0143-22-2598 
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�������������の観測� 

広域 ※同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(札幌、岩内、苫小牧、室蘭) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (産業技術総合研究所) (北海道大学)
地震計 (短周期) GPS V-net(短周期) 水温計 地震計 (短周期)
GPS V-net(広帯域) 地下水位・湧出量計 空振計
傾斜計 V-net(傾斜計)
空振計 K-NET (自治体)
遠望カメラ GPS 震度計
震度計

凡　　　　　　例

 
図 15-37 有珠山 観測点位置図(広域) 

(15.有珠山) 

 39

山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(伊達、豊浦、洞爺湖温泉) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (産業技術総合研究所) (北海道大学)

地震計 (短周期) GPS V-net(短周期) 水温計 地震計 (短周期)

GPS V-net(広帯域) 地下水位・湧出量計 空振計

傾斜計 V-net(傾斜計)

空振計 K-NET

遠望カメラ GPS

凡　　　　　　例

 
図 15-38 有珠山 観測点位置図(山頂付近) 

258
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�������������の観測� 

広域 ※同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(札幌、岩内、苫小牧、室蘭) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (産業技術総合研究所) (北海道大学)
地震計 (短周期) GPS V-net(短周期) 水温計 地震計 (短周期)
GPS V-net(広帯域) 地下水位・湧出量計 空振計
傾斜計 V-net(傾斜計)
空振計 K-NET (自治体)
遠望カメラ GPS 震度計
震度計

凡　　　　　　例

 
図 15-37 有珠山 観測点位置図(広域) 

(15.有珠山) 

 39

山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(伊達、豊浦、洞爺湖温泉) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (産業技術総合研究所) (北海道大学)

地震計 (短周期) GPS V-net(短周期) 水温計 地震計 (短周期)

GPS V-net(広帯域) 地下水位・湧出量計 空振計

傾斜計 V-net(傾斜計)

空振計 K-NET

遠望カメラ GPS

凡　　　　　　例

 
図 15-38 有珠山 観測点位置図(山頂付近) 

259
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